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「
戦
争
す
る
国
づ
く
り
」
Ｎ
Ｏ

増
税
か
ら
区
民
を
守
る
区
政
を

日
本
共
産
党　
　

鈴
木　

け
ん
い
ち　

議
員

高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
の
災
害
対
策

を
！
新
田
橋
の
架
替
対
策
を
！

民　

主　

党　
　

お
ぐ
ら　

修　

平　

議
員

区
長
の
歴
史
認
識
は
ど
う
か

【
問
】
首
相
の
靖
国
神
社
参
拝
は
、

侵
略
戦
争
を
肯
定
・
美
化
す
る
こ
と

に
ほ
か
な
ら
な
い
と
思
う
が
、
区
長

の
歴
史
認
識
を
問
う
。

ま
た
、
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
を

解
釈
改
憲
で
認
め
、
戦
闘
行
動
を
可

能
に
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
が
、

平
和
首
長
会
議
に
参
加
し
て
い
る
自

治
体
の
長
と
し
て
、
ど
う
考
え
る
か
。

【
区
長
】
二
度
と
悲
惨
な
戦
争
を
繰

り
返
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
国
民
の

安
全
を
守
り
、
国
際
社
会
の
平
和
と

安
定
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
は
、
今

を
生
き
る
私
た
ち
の
重
要
な
役
割
と

認
識
し
て
い
る
。

集
団
的
自
衛
権
の
議
論
も
、
こ
う

し
た
認
識
の
上
で
、
日
本
の
立
場
を

確
認
し
つ
つ
、
国
会
の
中
で
慎
重
に

議
論
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
る
。

消
費
税
増
税
か
ら
区
民
を
守
れ

【
問
】
①
子
ど
も
重
視
、
貧
困
の
連

鎖
を
断
ち
切
る
と
い
う
な
ら
ば
給
食

費
の
公
費
負
担
は
廃
止
せ
ず
、
消
費

税
増
税
分
に
も
拡
大
し
て
値
上
げ
す

べ
き
で
は
な
い
が
ど
う
か
。

②
駆
け
込
み
需
要
の
反
動
と
増
税
分

の
価
格
高
騰
に
よ
る
消
費
不
況
に
対

応
す
る
た
め
、
緊
急
融
資
を
実
施
す

べ
き
だ
が
ど
う
か
。

支
援
が
必
要
と
考
え
る
。
先
進
事
例

や
国
の
動
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
今

後
早
急
に
、
区
内
だ
け
で
な
く
近
隣

区
市
の
助
産
所
と
連
携
し
、
産
後
の

「
母
子
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
」「
母
子
デ

イ
ケ
ア
」
等
を
検
討
し
て
い
く
。

地
域
で
の
活
動
網
を
整
備
し
て
シ
ニ

ア
世
代
の
孤
立
を
防
止

【
問
】
団
塊
世
代
の
地
域
回
帰
事
業

と
し
て
情
報
提
供
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ビ
ジ
ネ

ス
講
座
等
を
展
開
し
て
き
た
が
、
育

っ
た
人
材
の
活
用
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。
今
後
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を

習
得
し
た
方
々
を
活
か
す
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
づ
く
り
が
必
要
で
は
な
い
か
。

【
地
域
】
地
域
回
帰
事
業
で
育
っ
た

人
材
を
、
既
存
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
や
地

域
の
見
守
り
活
動
の
担
い
手
と
し
て

マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
っ
て
い
く
。
地
域

活
動
人
材
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

は
大
変
重
要
と
考
え
て
お
り
、
今
後
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心

に
地
域
活
動
者
の
交
流
会
を
開
催
し
、

充
実
に
努
め
て
い
く
。

【
学
校
教
育
】
①
近
年
の
経
済
状
況

の
回
復
基
調
を
踏
ま
え
、
学
校
給
食

法
の
趣
旨
に
基
づ
き
、
26
年
度
か
ら

給
食
費
の
公
費
負
担
を
廃
止
す
る
。

あ
わ
せ
て
、
消
費
税
増
税
分
と
食
材

価
格
上
昇
分
の
値
上
げ
を
予
定
し
て

い
る
た
め
、
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

【
産
業
経
済
】
②
社
会
経
済
状
況
に

相
当
な
変
化
が
あ
り
、
区
と
し
て
必

要
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
に
は
、

状
況
を
踏
ま
え
た
資
金
調
達
支
援
策

を
速
や
か
に
検
討
し
実
施
し
て
い
く
。

戸
籍
住
民
課
と
中
央
本
町
区
民
事
務

所
の
窓
口
業
務
外
部
委
託
を
問
う

【
問
】
窓
口
業
務
に
直
接
携
わ
る
従

事
者
は
管
理
者
と
は
言
え
な
い
。
区

職
員
か
ら
直
接
指
揮
・
命
令
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
多
数
の
管
理
者
は
、

偽
装
請
負
隠
し
で
は
な
い
か
。

【
区
民
】
業
務
リ
ー
ダ
ー
や
サ
ブ
リ

ー
ダ
ー
が
、
仮
に
作
業
者
を
兼
任
し
、

通
常
は
窓
口
業
務
等
の
作
業
に
従
事

し
て
い
た
と
し
て
も
、
管
理
監
督
者

と
し
て
の
責
任
を
果
た
せ
る
も
の
で

あ
れ
ば
問
題
な
い
と
の
見
解
を
厚
生

労
働
省
は
示
し
て
い
る
。

綾
瀬
エ
リ
ア
に
区
民
要
望
の
反
映
を

【
問
】
旧
こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ

ー
跡
地
の
活
用
方
針
を
根
本
的
に
改

め
、
区
と
し
て
公
共
施
設
を
整
備
す

る
と
い
う
方
針
を
明
確
に
し
、
区
民

要
望
を
取
り
入
れ
た
施
設
を
つ
く
る

立
場
で
進
め
る
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

ま
た
、
住
民
説
明
会
を
開
き
、
要

望
を
反
映
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

【
資
産
管
理
】
本
用
地
内
で
更
新
す

る
公
共
施
設
は
、
区
民
事
務
所
、
保

育
園
、
学
童
保
育
室
、
子
育
て
サ
ロ

ン
、
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
の
予
定
で

あ
り
、
新
た
な
公
共
施
設
を
設
置
す

る
予
定
は
な
い
。

ま
た
、
地
元
町
会
・
自
治
会
、
商

店
街
等
に
広
く
呼
び
か
け
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
等
に
よ
り
丁
寧
に
説
明
し
て

い
く
。
そ
の
際
、
い
た
だ
い
た
ご
意

見
に
つ
い
て
は
、
可
能
な
範
囲
で
エ

リ
ア
デ
ザ
イ
ン
や
事
業
者
公
募
の
内

容
に
反
映
し
て
い
く
の
で
、
改
め
て

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
や
住
民
説
明

会
を
実
施
す
る
予
定
は
な
い
。

子
ど
も
た
ち
を
守
る
教
育
方
針
を

【
問
】
い
じ
め
に
関
す
る
調
査
委
員

会
の
報
告
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
区

教
委
基
本
方
針
の
第
一
の
柱
に
「
子

ど
も
の
人
権
、
い
の
ち
を
守
り
抜
く

こ
と
」
を
据
え
る
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

ま
た
、
教
員
の
多
忙
化
解
消
の
最

善
策
は
、
少
人
数
学
級
の
実
現
で
あ

る
。
区
独
自
に
教
員
を
採
用
し
、
小

学
校
３
年
生
か
ら
35
人
学
級
を
実
施

す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

【
学
校
教
育
】
基
本
方
針
は
全
て
重

要
で
あ
り
優
劣
が
あ
る
と
は
考
え
て

い
な
い
た
め
、
変
更
の
予
定
は
な
い
。

ま
た
、
少
人
数
学
級
の
実
現
は
、

こ
れ
ま
で
も
都
に
要
請
し
て
き
た
。

今
後
も
引
き
続
き
要
請
し
て
い
く
。

施
設
更
新
計
画
を
見
直
し
江
北
・
鹿

浜
地
区
学
校
統
廃
合
は
や
め
る
べ
き

【
問
】
全
学
年
で
30
人
学
級
が
実
現

す
れ
ば
普
通
教
室
だ
け
で
も

317
教
室

不
足
し
、
足
立
区
に
「
統
廃
合
す
べ

き
学
校
」
は
１
つ
も
な
い
。
文
部
科

学
省
は
、
古
く
な
っ
た
校
舎
を
部
分 

的
改
修
で
耐
久
性
を
高
め
る
よ
う
自

治
体
に
促
す
こ
と
を
決
め
、
寿
命
を 

70
～
80
年
に
延
ば
す
と
し
て
い
る
。

「
足
立
区
立
小
・
中
学
校
の
施
設
更

新
計
画
」
を
抜
本
的
に
見
直
し
、
江

北
・
鹿
浜
地
区
の
学
校
統
廃
合
計
画

は
撤
回
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

【
学
校
教
育
】
学
校
施
設
更
新
に
つ

い
て
は
、
経
済
状
況
、
統
合
事
業
の

進
捗
等
に
よ
り
必
要
に
応
じ
て
見
直

し
て
い
く
。

「
施
設
更
新
計
画
」
を
抜
本
的
に

見
直
し
、
江
北
・
鹿
浜
地
区
学
校
統

廃
合
計
画
を
撤
回
す
る
考
え
は
な
い
。

高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
独
自
に
対
策
を

【
問
】
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
に
お
い
て
、

災
害
時
に
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
等
、

生
活
イ
ン
フ
ラ
が
ス
ト
ッ
プ
し
た
際
、

高
層
階
ま
で
階
段
の
昇
降
が
困
難
に

な
り
、
避
難
所
で
の
生
活
を
余
儀
な

く
さ
れ
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。
高

層
マ
ン
シ
ョ
ン
地
域
に
お
け
る
災
害

対
策
に
も
調
査
研
究
を
実
施
し
て
対

策
を
講
じ
る
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

【
危
機
管
理
】
被
害
を
軽
減
す
る
た

め
に
は
、
居
住
者
に
よ
る
「
自
助
」

と
管
理
組
合
に
よ
る
「
共
助
」
両
面

の
防
災
対
策
が
必
要
で
あ
り
、
独
自

の
取
り
組
み
事
例
も
あ
る
。

今
後
、
中
層
も
含
め
て
地
震
被
害

の
特
徴
を
研
究
し
、
マ
ン
シ
ョ
ン
防

災
の
先
行
事
例
を
情
報
提
供
す
る
等
、

対
策
を
講
じ
て
い
く
。

新
田
橋
の
架
け
替
え
工
事
を
問
う

【
問
】
仮
橋
歩
道
・
仮
橋
車
道
・
上

流
側
架
け
替
え
の
３
案
に
加
え
て
、

耐
震
補
強
工
事
の
実
施
を
要
望
し
て

き
た
。
現
在
の
新
田
橋
架
け
替
え
調

査
並
び
に
検
討
状
況
は
ど
う
か
。

ま
た
、
耐
震
補
強
と
あ
わ
せ
、
歩

道
ま
た
は
道
路
を
拡
幅
し
て
安
全
確

予
算
編
成
今
後
の
見
通
し

学
力
向
上
人
材
育
成
に
つ
い
て

　
　

み
ん
な
の
党　
　

浅
古　

み
つ
ひ
さ　

議
員

保
に
努
め
る
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

【
道
路
整
備
】
平
成
25
年
度
は
、
仮

橋
歩
道
案
・
仮
橋
車
道
案
の
詳
細
検

討
の
他
に
、
耐
震
補
強
工
事
に
よ
る

延
命
も
、
調
査
検
討
を
進
め
て
い
る
。

工
事
は
歩
道
の
拡
幅
と
あ
わ
せ
構
造

的
に
は
補
強
が
可
能
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
都
と
協
議
を
行
っ
て
い
る
。
都

か
ら
は
、
関
係
法
令
基
準
に
適
合
で

き
る
補
強
内
容
に
す
る
よ
う
指
導
が

あ
っ
た
。
今
後
、
施
工
内
容
を
再
検

討
し
、
耐
震
補
強
工
事
に
よ
る
方
法

の
可
能
性
に
つ
い
て
、
都
と
協
議
を

続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

税
制
改
革
の
区
財
政
へ
の
影
響
は

【
問
】
区
は
自
主
財
源
を
17
％
し
か

持
た
な
い
自
治
体
で
あ
る
た
め
に
、

国
庫
金
や
都
交
付
金
を
確
保
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
予
定
さ

れ
る
税
制
改
革
を
踏
ま
え
、
今
後
の

区
財
政
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

【
政
策
経
営
】
地
方
法
人
住
民
税
の

国
税
化
は
都
区
財
政
に
大
き
な
影
響

を
与
え
、
区
で
は
、
数
十
億
円
規
模

の
減
収
が
想
定
さ
れ
る
。
さ
ら
に
法

人
税
実
効
税
率
の
引
き
下
げ
も
、
財

調
財
源
で
あ
る
法
人
住
民
税
の
減
収

に
つ
な
が
る
。
財
調
財
源
の
制
度
的

な
減
収
は
、
財
政
的
基
礎
体
力
を
切

り
下
げ
ら
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
中
長

期
的
に
は
か
な
り
厳
し
い
財
政
運
営

を
強
い
ら
れ
る
と
考
え
る
。

独
自
教
育
で
真
の
学
力
向
上
を

【
問
】
こ
れ
ま
で
の
学
力
向
上
政
策

に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
成
果
は
、
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。

ま
た
、
世
界
に
通
用
す
る
人
材
育

成
に
も
繋
げ
て
欲
し
い
が
ど
う
か
。

【
教
育
長
】
平
成
25
年
度
の
区
学
力

向
上
に
関
す
る
総
合
調
査
の
結
果
は
、

区
独
自
に
教
員
を
採
用
し

　

35
人
学
級
を
実
施
す
べ
き

日
本
共
産
党　
　

さ
と
う　

純　

子　

議
員


